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5
月
26
日
（
土
）
に
後
援
会
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
お
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
約
１
４
０
名
の
ご
父
母
の
皆
様
が
出

席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
深
澤
秀
則
後
援
会
と
大
坊
郁
夫

学
長
か
ら
の
挨
拶
の
あ
と
、
次
の
審
議
が
行
わ

れ
全
て
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

①　

２
０
１
７
年
度
事
業
報
告

　

②　
２
０
１
７
年
度
決
算
お
よ
び
会
計
監
査
報
告

　

③　

２
０
１
８
年
度
事
業
計
画

　

④　

２
０
１
８
年
度
予
算

　

⑤　

役
員
改
選
に
つ
い
て

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
号
１・２
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

続
い
て
、
鈴
木
剛
副
学
長
よ
り
学
事
報
告
や
大

学
の
近
況
報
告
、
各
学
部
長
よ
り
人
事
や
在
籍

状
況
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

阪
井
宏
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
就

職
活
動
に
関
し
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、「
イ
マ
ド
キ
の
就
活
事

情
～
ど
う
な
る
就
活
、ど
う
す
る
就
職
支
援
～
」

と
題
し
、
最
新
の
就
職
事
情
や
本
学
の
就
職
支

援
体
制
、
ご
家
庭
で
の
支
援
方
法
に
つ
い
て
鈴

木
克
知
就
職
支
援
課
長
が
講
演
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
現
在
就
職
活
動
中
の
大
学
4
年
次
学

生
が
登
壇
し
、
鈴
木
課
長
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
は
、
お
子
様
の
就
職
活
動
の
情
報
を
得

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ

モ
ン
ズ
や
カ
フ
ェ
が
あ
る
セ
ン
タ
ー
棟
を
メ
イ

ン
に
、
Ｃ
館
、
図
書
館
、
チ
ャ
ペ
ル
、
就
職
支

援
課
な
ど
を
回
り
ま
し
た
。
お
子
様
が
普
段
過

ご
し
て
い
る
大
学
内
を
見
学
し
た
い
と
い
う
父

母
の
皆
様
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
毎
年
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
大
学
会
館
3
階
（
食
堂
）
に
て
立
食

形
式
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
、
大
学
教
職
員
と
ご
父
母
同
士

の
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
1
時
間

程
度
の
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
日
頃
お
子

様
と
関
わ
り
の
あ
る
先
生
達
や
ご
父
母
同
士
の

会
食
を
通
し
、
本
学
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
総
会
・
懇
親
会
は
毎
年
5
月
末
の
土
曜

日
に
本
学
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
大
学
と
ご
父
母
の
皆
様
が
一
堂
に
会
す
る

機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
も
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

６
月
30
日
（
土
）、
北
星
学
園
大

学
校
舎
内
に
て
札
幌
地
区
父
母
懇
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の

懇
談
会
は
、
大
学
3
・
4
年
生
と
短

大
部
2
年
生
の
ご
父
母
の
皆
様
が
対

象
で
、
１
２
４
組
１
６
６
名
の
方
が

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
深
澤
秀
則
後
援
会

会
長
と
大
坊
郁
夫
学
長
よ
り
大
学
の

現
状
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
り
、
次
に

原
島
正
衛
経
済
学
部
長
よ
り
修
学
関

係
、
阪
井
宏
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
長
よ
り
就
職
関
係
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
学
科
に
分
か
れ
て
ご

父
母
と
教
員
と
の
個
別
面
談
を
行
い

ま
し
た
。
一
組
約
20
分
程
度
の
面
談

で
し
た
が
、
大
学
側
で
用
意
し
た
個

人
成
績
票
な
ど
に
基
づ
い
て
面
談

し
、
お
子
様
の
修
学
状
況
を
詳
し
く

お
伝
え
し
ま
し
た
。
ご
父
母
の
皆
様

に
と
っ
て
は
、
大
学
で
の
お
子
様
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
面
談
と
並
行
し
て
お

子
様
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

を
就
職
支
援
課
に
て
行
い
ま
し
た
。

就
職
支
援
課
員
が
ご
父
母
の
皆
様
か

ら
の
就
職
相
談
に
個
別
に
対
応
し
、

各
企
業
の
資
料
や
求
人
票
、
学
生
が

情
報
収
集
に
利
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
の

シ
ス
テ
ム
な
ど
も
閲
覧
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
父
母
懇
談
会
は
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
予
定
さ
れ

て
い
る
父
母
懇
談
会
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。
札
幌
会
場
の
他
、
道
内
各

６
地
区
で
も
開
催
し
ま
す
。
お
申
し

込
み
さ
れ
た
方
は
、
ご
確
認
の
上
、

お
忘
れ
な
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

懇親会にて談笑するご父母と本学教員

就職講演会

全体会の様子

個別面談の様子

2018（平成30）年度　北星学園大学後援会　役員名簿　（敬称略）

会

長

深
澤
　
秀
則

副
会
長

佐
藤
　
順
子

上
端
　
邦
夫

中
村
千
津
子

監

事

小
野
瀬
一
記

瀧
澤
　
美
香

在
学
生

父
母
理
事

渡
邉
　
　
文

金
濱
　
桂
子

松
永
　
牧
子

佐
﨑
　
智
美

柿
崎
　
容
子

今
北
　
雅
己

松
岡
　
静
香 

遠
間
　
幸
江

水
野
由
美
子

吉
田
　
智
子

大
向
　
仁
美

及
川
　
久
代

糸
川
き
よ
み

森
内
　
　
学

東
　
　
智
美

中
村
　
郁
子

佐
々
木
孝
行

金
谷
　
信
子

北
村
　
一
人

平
田
　
善
江

羽
田
　
倫
子

北
島
め
ぐ
み

浦
　
　
真
弓

目
黒
　
全
章

細
谷
　
直
美

竹
花
都
奈
子

山
田
　
文
子

稲
垣
　
洋
子

坂
本
み
ゆ
き

上
条
矢
寿
子

瓜
　
　
直
樹

笹
谷
佐
知
子

髙
室
ア
ヤ
コ

山
田
　
美
紀

木
島
希
美
香

西
田
　
弘
美

同
窓
生
理
事

中
村
　
一
寛

清
水
　
一
江

＜これから行われる地区別父母懇談会＞
８月25日（土） 北 見 会 場 ホテル黒部

８月26日（日） 旭 川 会 場 星野リゾートOMO7旭川（旧：旭川グランドホテル）

９月 1日（土） 釧 路 会 場 釧路プリンスホテル

９月 2日（日） 帯 広 会 場 ホテルグランテラス帯広

９月 8日（土） 函 館 会 場 函館国際ホテル

９月 9日（日） 苫小牧会場 グランドホテルニュー王子

10月27日（土） 札 幌 会 場 北星学園大学校舎（全学年対象）

※お申込みされた方には、ハガキにて再度ご連絡いたします。開催週
になってもハガキが届かない場合、後援会事務局までご連絡ください。

総
会
・
懇
親
会
開
催

２
０
１
８
年
度

第１回
札幌地区

父
母
懇
談
会
報
告
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北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り 　　第134号　　　　（2）2018年８月１日

１．会議の開催状況
①2017年５月17日（水）　第１回　役員会　開催
　（於：ホテル札幌ガーデンパレス）� 40名出席
②2017年５月27日（土）　総会・懇親会　開催
　（於：北星学園大学）
� 総会　 110名出席　　懇親会　105名出席
③2018年１月17日（水）　第２回　役員会　開催
　（於：ホテル札幌ガーデンパレス）
	 役員会　 36名出席　　懇親会 36名出席

２．予算執行状況
（１）教育・研究条件整備補助事業（8,600,000円） 

●「後援会文庫」
・後援会寄贈図書� 3,000,000円
●事務用機器補助
・事務用機器補助� 1,800,000円
●教育用機器補助
・教育用機器補助� 3,800,000円

（２）教育・研究活動補助事業（3,350,000円） 
●北星ビジネス通信� 300,000円
●学術出版補助[2,950,000円]
・『ドイツ歴史学派の研究』（田村信一先生）
� 1,000,000円
・『アメリカ演劇とその伝統』（伊藤章先生）
� 1,000,000円
・『Introduction to Tour Guiding in English : Hokkaido』
　（田中直子先生、ヘイディ・トムソン先生）� 950,000円
●学部・学科・部門等主催事業補助事業
・短大英文学科主催「北星短大英文学科卒業生と在学生
の交流会」� 100,000円

（３）学術講演会・学会補助事業（1,444,040円） 
●学会補助[1,000,000円]
・文　学　部　高橋　克依　教授
　　　　　　　　「北海道地域文化学会」� 110,000円
・経 済 学 部　多田　和美　准教授
　　　　　　　　「多国籍企業学会東部例会」�90,000円
・社会福祉学部　杉岡　直人　教授
　　　　　　　　「北海道地域福祉学会」� 200,000円
・社会福祉学部　池田　雅子　教授
　　　　　　　　「日本ソーシャルワーク学会」
� 200,000円
・社会福祉学部　岡田　直人　教授
　　　　　　　　「日本在宅ケア学会学術集会」
� 200,000円
・短期大学部　藤原　里佐　教授
　　　　　　　　「北海道子ども学会」� 200,000円
●北星英語教員研究会研補助� 50,000円
●北星教職ネットワーク� 199,542円
●北星心コミラウンドテーブル補助� 114,498円
●北星学園大学ジェンダー研究会補助� 80,000円

（４）地区別父母懇談会事業（8,048,176円）
●経費総額� 8,048,176円

（５）学生各種活動補助事業（37,194,947円）
●課外活動補助（9,600,027円）
・課外活動備品補助（ボールカゴ、ミキサーアンプ、ヘ
ッドガード　他）� 1,112,540円
・大学祭援助金� 300,000円
・大学祭テント、ブース他� 2,055,240円
・全国大会出場補助（合気道部、バレーボール部、陸上
競技部、弓道部、準硬式野球部、剣道部、放送研究会、
硬式庭球部、スキー部）� 1,759,247円
・サークル活動活性化補助（学外施設利用料など）
� 4,307,000円
・課外活動広告補助（硬式野球部、アイスホッケー部、
吹奏楽部）� 66,000円
●就職活動補助（6,906,520円）
・B-CATCH運用補助� 2,700,000円
・就職セミナー他（キャリアデザインプログラム）
� 3,305,720円
・ＳＰＩ補助� 900,800円
●国際交流活動補助（7,000,000円）
・国際交流活動、派遣留学生への奨学金補助
� 7,000,000円
●奨学事業補助（3,970,000円）
・成績優秀者学業奨励金補助� 3,970,000円
●北星オープンユニバーシティ受講料補助�6,218,400円
●ボランティア活動� 3,500,000円

（６）広報活動事業（2,950,715円）
●後援会だより発行（年４回）
　（第129号6/1、第130号8/1、第131号12/1、第132
号3/15）� 2,949,171円

●後援会会員台帳（名簿印刷代）� 1,544円

（７）その他の事業（24,391,442円）
●事務運営費� 473,334円
●役員会・総会・懇親会� 1,194,458円
●事業基金への繰入� 7,000,000円
●大学行事助成費
・新入生への記念品 � 2,081,138円
・卒業記念祝賀会(9月・3月卒業時)、卒業記念品贈呈
(PHOTOBOOK)、卒業証書用ホルダー
� 12,658,385円
・大学主催の文化事業援助（チャペルコンサート（6月、
9月、12月）、講演会（11月）謝礼）� 984,127円

３．入会状況
●4,223名
・在学生父母　4,217名
　（会費を納入している者から兄弟減免返戻者と三役・同窓生理事
を除いた数）
・同窓生　６名

開催地 日　程 会　　場
派遣
教職員
人数

出席組数 出席人数
合計英文 心コ 経済 経情 経法 福計 福臨 福心 短英 短生 合計

札 幌 7/ 1(土) 北 星 学 園 大 学 67 24 18 20 16 16 21 9 13 10 7 154 221
旭 川 8/26(土) 旭 川 グ ラ ン ド ホ テ ル 18 8 4 9 2 2 4 3 4 2 0 38 56
北 見 8/27(日) ホ テ ル 黒 部 14 5 1 3 1 4 1 3 2 0 0 20 34
帯 広 9/ 2(土) グ ラ ン テ ラ ス 帯 広 18 5 2 2 4 3 1 6 2 1 1 27 45
釧 路 9/ 3(日) 釧 路 プ リ ン ス ホ テ ル 15 1 2 2 0 4 2 0 1 1 1 14 29
函 館 9/ 9(土) ホ テ ル 函 館 ロ イ ヤ ル 16 1 2 3 3 3 4 4 2 2 1 25 41
苫小牧 9/10(日) グランドホテルニュー王子 11 4 1 2 0 0 1 0 0 1 2 11 22
札 幌 10/28(土) 北 星 学 園 大 学 75 24 14 26 21 24 23 14 7 9 9 171 246

合　　計 234 72 44 67 47 56 57 39 31 26 21 460 694

2017（平成29）年度　北星学園大学後援会 事業報告　2018年３月31日現在

１．2018年度　会員数見込

２．事業計画(案)
（１）教育・研究条件整備補助事業（会則第４条第１号）

①図書の充実のため「後援会文庫」
②事務効率化のための事務用機器の購入費補助
③教育用機器充実のための機器購入費補助（就職支援課　机・椅子の拡充）

（２）教育研究活動補助事業（会則第４条第２号）
①教育・研究活動の充実のための補助（「北星ビジネス通信」印刷費に係る費用）
②教員の学術出版に対する補助

（３）学術講演会・学会補助事業（会則第４条第３号）
①全国学会（含む北海道大会）の学内開催における補助
②北星学園大学英語教員研究協議会（卒業生の中学・高校教員と本学教員）の活動に対する補助
③北星教職ネットワーク（特別支援学校を中心とした現役教員として活躍する卒業生のネットワーク）整備補助
④心・コミ学科主催：北星・心コミラウンドテーブルに対する補助
⑤福祉心理学科主催：北星心理学フォーラムに対する補助
⑥福祉臨床学科主催：リジリエンス国際セミナーに対する補助
⑦短期大学部主催：多文化・多業種を知るセミナーシリーズと交流会に対する補助

（４）地区別懇談会事業（会則第４条第４号）
①札幌地区～全学部（文学部、経済学部、社会福祉学部、短期大学部）合同で開催（６月・10月）
※個別懇談開催前に学科別に控室を設けて、父母同士の懇談ができるようにする。６月は学部の３・４年次と短期大学部
の２年次のみを対象に実施する。10月については全学年を対象として実施する。

②北海道内主要都市等（函館、苫小牧、北見、旭川、帯広、釧路）で開催する。また、実施方法については、個別懇談をス
ムーズに進めるために、例年と同様に全体会の時は、概ね学科別に担当者を囲んで昼食を取りながら基本的な説明を行う。

（５）学生各種活動補助事業（会則第４条第５号）
①課外活動の充実のための備品購入
②大学祭に係る援助
③全国大会出場者への補助（個人及び団体に対して旅費交通費等の一部補助）
④サークル活動活性化に係る費用補助（学外施設利用料など）
⑤課外活動広告補助（大会等のプログラム広告掲出料）
⑥就職活動の充実のための補助
　・コンピテンシー診断年間運用費補助
　・キャリア･デザイン･プログラム（ＣＤＰ）講座講師料
　・ＳＰＩ試験料補助
　・学内企業説明会業務委託
⑦国際交流活動の充実のための補助（教育の国際化援助、東アジア学生交流プロジェクト招聘補助、派遣留学への渡航
費援助、その他の国際交流事業全般）
⑧奨学事業補助（成績優秀者学業奨励金補助）
⑨資格取得のための北星オープンユニバーシティ講座受講料補助（受講料の２割）
⑩学生ボランティア（熊本震災被災地への派遣、国際ボランティア派遣等）

（６）広報活動事業（会則第４条第６号）
①「後援会だより」年４回発行
　　「学園報」を会員に送付する。（学園情報の提供）
②「会員台帳（名簿）」及び「後援会活動報告書」の作成

（７）その他の事業（会則第４条第７号）
①新入生への援助（ＵＳＢメモリーカード・ホチキスの提供）
②卒業生への援助（卒業祝賀会開催、卒業証書ホルダー、卒業記念品贈呈等）
③文化事業援助（大学主催の文化講演会、各種コンサート開催等の謝礼）

３．事業基金繰り入れ
　全体の事業計画及び予算の執行状況を勘案し、7,000,000円を繰り入れたい。

４．事業基金積立金の取り崩し
　本年度は取り崩しを行わない。

在学生父母� 4,045名
（会費未徴収者な休学者と兄弟減免を除く）
同　窓　生� ６名

4,051名

2018(平成30)年度　北星学園大学後援会 事業計画
【収入の部】�

【支出の部】

科　　目 2017年度
予　　　算

2017年度
決　　　算

2018年度
予　　　算 決算対比 摘　　　　要

会 　 費 80,860,000 84,400,000 80,960,000 ▲ 3,440,000 父母@20,000*4,045名、きょうだい減免返戻-@20,000*6名、同窓生等@10,000*6名父母
受 取 利 息 1,000 460 1,000 540
雑 収 入 0 0 0 0
寄 付 金 0 0 0 0
前 年 度 繰 越 金 17,088,278 17,088,278 15,509,418 ▲ 1,578,860

計 97,949,278 101,488,738 96,470,418 ▲ 5,018,320

会則条項 科　　目 2017年度
予　　　算

2017年度
決　　　算

2018年度
予　　　算 決算対比 摘　　　　要

第 ４ 条
第 １ 号

教 育・研 究 条 件
整 備 補 助

3,000,000 3,000,000 3,000,000 0 後援会文庫
1,800,000 1,800,000 1,800,000 0 事務用機器補助
3,800,000 3,800,000 8,800,000 5,000,000 教育用機器補助（就職支援課机椅子整備500万円含む）

（小計） 8,600,000 8,600,000 13,600,000 5,000,000

〃第２号 教育・研究活動補助

300,000 300,000 300,000 0 教育研究活動補助（北星ビジネス通信）
3,950,000 2,950,000 1,432,000 ▲ 1,518,000 学術出版補助（予定2件）
100,000 100,000 0 ▲ 100,000 2017年度短大英文学科主催（北星短大英文学科卒業生と在学生の交流会補助）

4,350,000 3,350,000 1,732,000 ▲ 1,618,000

〃第３号 学 術 講 演 会 ・
学 会 補 助

1,110,000 1,000,000 1,110,000 110,000 全国学会学内開催補助（予定7件）
50,000 50,000 50,000 0 北星学園大学英語教員研究会補助
200,000 199,542 200,000 458 北星教職ネットワーク補助
170,000 114,498 170,000 55,502 心コミ学科主催（心コミラウンドテーブル補助）
80,000 80,000 0 ▲ 80,000 福祉計画学科主催（北星学園大学ジェンダー研究会補助）申請なし

0 0 100,000 100,000 福祉心理学科主催（北星学園大学心理学フォーラム補助）
0 0 200,000 200,000 福祉臨床学科主催（リジリエンス国際セミナー補助）
0 0 200,000 200,000 短期大学部英文学科主催（多文化・多業種を知るセミナーシリーズと交流会補助）

（小計） 1,610,000 1,444,040 2,030,000 585,960
〃第４号 地区別父母懇談会費 7,800,000 8,048,176 8,120,000 71,824 後援会地区別父母懇談会費（札幌､函館､苫小牧､北見､旭川、帯広、釧路）

〃第５号

2,000,000 1,112,540 2,000,000 887,460 課外活動補助（その他課外活動備品補助等）
300,000 300,000 300,000 0 課外活動補助（大学祭援助）

2,200,000 2,055,240 2,200,000 144,760 課外活動補助（大学祭　テント・ブース等）
3,400,000 1,759,247 2,500,000 740,753 課外活動補助（全国大会団体・個人）
2,500,000 4,307,000 3,400,000 ▲ 907,000 サークル活動活性化補助
150,000 66,000 150,000 84,000 課外活動広告補助

Ａ（計） 10,550,000 9,600,027 10,550,000 949,973
2,700,000 2,700,000 2,700,000 0 コンピテンシー診断年間運用費補助

Ｂ（計） 　 3,980,000 3,305,720 3,636,000 330,280 キャリアデザインプログラム講座講師料、企業情報提供料、学内企業説明会業務委託
1,040,000 900,800 1,040,000 139,200 ＳＰＩ試験受験料

Ｂ（計） 7,720,000 6,906,520 7,376,000 469,480
7,000,000 7,000,000 7,000,000 0 国際交流活動補助（中国・韓国・台湾からの短期研修生受入れ、派遣留学生への補助）
3,970,000 3,970,000 3,970,000 0 奨学金事業補助（成績優秀者学業奨励金補助）
6,300,000 6,218,400 6,300,000 81,600 北星オープンユニバーシティ講座受講料補助
3,500,000 3,500,000 3,500,000 0 ボランティア活動

（小計） 39,040,000 37,194,947 38,696,000 1,501,053

〃第６号 広 報 活 動 費
3,000,000 2,949,171 3,150,000 200,829 後援会だより発行費（年4回発行）2017年度からカラー印刷

0 1,544 5,000 3,456 会員台帳・活動報告書作成費等(10年に1回作成　2016作成）
（小計） 3,000,000 2,950,715 3,155,000 204,285

〃第７号

事 務 運 営 費
500,000 473,334 500,000 26,666 事務運営費（郵送料・資料印刷・振込手数料・後援会備品類・その他）

1,450,000 1,194,458 1,450,000 255,542 役員会・総会・懇親会　等
（小計） 1,950,000 1,667,792 1,950,000 282,208

後 援 会事業基金 7,000,000 7,000,000 7,000,000 0

大 学 行事助成費

2,100,000 2,081,138 2,160,000 78,862 新入生への援助（USBﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞ＆ﾎﾁｷｽ　箱封入代含む）
8,770,000 7,605,414 8,770,000 1,164,586 卒業生への援助（3月卒業記念祝賀会開催）
200,000 165,000 200,000 35,000 卒業生への援助（前期末卒業記念祝賀会開催）

4,510,000 4,044,491 4,510,000 465,509 卒業生への援助（卒業記念PHOTOBOOK）
900,000 843,480 900,000 56,520 卒業生への援助（卒業証書ホルダー）

1,000,000 984,127 1,000,000 15,873 文化事業援助（スプリングコンサート、オータムコンサート、講演会、チャペルコンサート）
（小計） 17,480,000 15,723,650 17,540,000 1,816,350

予　備　費 7,119,278 0 2,647,418 2,647,418 2.7%
次年度繰越金 0 15,509,418 ▲ 15,509,418

計 97,949,278 101,488,738 96,470,418 ▲ 5,018,320
【後援会事業基金積立会計】

2016年度末残高 決算額 2017年度末残高 2018年度予算額 2018年度末
見　込　額2017年度繰入額 2017年度取崩額 2018年度繰入額 2018年度取崩額

事業基金 7,000,000 7,000,000
受取利息 1,790 3,000
計 21,106,096 7,001,790 0 28,107,886 7,003,000 0 35,110,886

学 生 各 種
活動補助

2018（平成30)年度　北星学園大学後援会 予算

2017(平成29)年度　北星学園大学後援会 決算
【収入の部】� 2018年3月31日現在

【支出の部】

科　　目 2017年度
予　　　算

2017年度
決　　　算 増　減 摘　　　　要

会 費 80,860,000 84,400,000 3,540,000 父母@20,000*4,223名、きょうだい減免返戻-@20,000*6名、同窓生等@10,000*6名
受 取 利 息 1,000 460 ▲ 540
雑 収 入 0 0 0
寄 付 金 0 0 0
前 年 度 繰 越 金 17,088,278 17,088,278 0

計 97,949,278 101,488,738 3,539,460

会則条項 科　　目 2017年度
予　　　算

2017年度
決　　　算 差　異 執行率 摘　　　　要

第 ４ 条
第 １ 号

教 育・研 究 条 件
整 備 補 助

3,000,000 3,000,000 0 100.0% 後援会文庫
1,800,000 1,800,000 0 100.0% 事務用機器補助
3,800,000 3,800,000 0 100.0% 教育用機器補助

（小計） 8,600,000 8,600,000 0 100.0%

〃第２号 教育・研究活動補助

300,000 300,000 0 100.0% 教育研究活動補助（北星ビジネス通信）
3,950,000 2,950,000 1,000,000 74.7% 学術出版補助（3件）
100,000 100,000 0 100.0% 短大英文学科主催（北星短大英文学科卒業生と在学生の交流会補助）

0 0 0 2016年度経済学部主催（セントオラフ大学との学生間交流補助）
（小計） 4,350,000 3,350,000 1,000,000 77.0%

〃第３号 学 術 講 演 会 ・
学 会 補 助

1,110,000 1,000,000 110,000 90.1% 全国学会学内開催補助（6件）
50,000 50,000 0 100.0% 北星学園大学英語教員研究会補助
200,000 199,542 458 99.8% 北星教職ネットワーク補助
170,000 114,498 55,502 67.4% 心コミ学科主催（心コミラウンドテーブル補助）
80,000 80,000 0 100.0% 福祉計画学科主催（北星学園大学ジェンダー研究会補助）

0 0 0 福祉心理学科主催（北星学園大学心理学フォーラム補助）
（小計） 1,610,000 1,444,040 165,960 89.7%

〃第４号 地区別父母懇談会費 7,800,000 8,048,176 ▲ 248,176 103.2% 後援会地区別父母懇談会費（札幌､函館､苫小牧､北見､旭川、帯広、釧路）

〃第５号

2,000,000 1,112,540 887,460 55.6% 課外活動補助（その他課外活動備品補助等）
300,000 300,000 0 100.0% 課外活動補助（大学祭援助）

2,200,000 2,055,240 144,760 93.4% 課外活動補助（大学祭　テント・ブース等）
Ａ（計） 　 0 0 0 課外活動補助（全国大会個人）2017年度から項目削除

3,400,000 1,759,247 1,640,753 51.7% 課外活動補助（全国大会団体）2017年度から個人含む
2,500,000 4,307,000 ▲ 1,807,000 172.3% サークル活動活性化補助
150,000 66,000 84,000 44.0% 課外活動広告補助

Ａ（計） 10,550,000 9,600,027 949,973 91.0%
2,700,000 2,700,000 0 100.0% B-CATCH補助

Ｂ（計） 　 3,980,000 3,305,720 674,280 83.1% キャリアデザインプログラム講座講師料、企業情報提供料、学内企業説明会業務委託、2017モギ就取りやめ
1,040,000 900,800 139,200 86.6% ＳＰＩ試験受験料

Ｂ（計） 7,720,000 6,906,520 813,480 89.5%
7,000,000 7,000,000 0 100.0% 国際交流活動補助（中国・韓国・台湾からの短期研修生受入れ、派遣留学生への補助）
3,970,000 3,970,000 0 100.0% 奨学金事業補助（成績優秀者学業奨励金補助）
6,300,000 6,218,400 81,600 98.7% 北星オープンユニバーシティ講座受講料補助
3,500,000 3,500,000 0 100.0% ボランティア活動

（小計） 39,040,000 37,194,947 1,845,053 95.3%

〃第６号 広 報 活 動 費
3,000,000 2,949,171 50,829 98.3% 後援会だより発行費（年4回発行）2017年度からカラー印刷

0 1,544 ▲ 1,544 会員台帳・活動報告書作成費等(10年に1回作成　2016作成）
（小計） 3,000,000 2,950,715 49,285 98.4%

〃第７号

事 務 運 営 費
500,000 473,334 26,666 94.7% 事務運営費（郵送料・資料印刷・振込手数料・後援会備品類・その他）

1,450,000 1,194,458 255,542 82.4% 役員会・総会・懇親会　等
（小計） 1,950,000 1,667,792 282,208 85.5%

後 援会事業基金 7,000,000 7,000,000 0 100.0%

大 学行事助成費

2,100,000 2,081,138 18,862 99.1% 新入生への援助（USBモメリーカード＆ホチキス　箱封入代含む）
8,770,000 7,605,414 1,164,586 86.7% 卒業生への援助（3月卒業記念祝賀会開催）
200,000 165,000 35,000 82.5% 卒業生への援助（前期末卒業記念祝賀会開催）

4,510,000 4,044,491 465,509 89.7% 卒業生への援助（卒業記念PHOTOBOOK）
900,000 843,480 56,520 93.7% 卒業生への援助（卒業証書ホルダー）

1,000,000 984,127 15,873 98.4% 文化事業援助（スプリングコンサート、オータムコンサート、講演会、チャペルコンサート）
（小計） 17,480,000 15,723,650 1,756,350 90.0%

予備費 7,119,278 0 7,119,278
次年度繰越金 0 15,509,418 ▲ 15,509,418

計 97,949,278 101,488,738 ▲ 3,539,460

【後援会事業基金積立会計】

2016年度末残高 予算額 決算額 2017年度末残高 摘　　要2017年度繰入額 2017年度取崩額 2017年度繰入額 2017年度取崩額
事業基金 7,000,000 0 7,000,000 0
受取利息 3,000 1,790
計 21,106,096 7,003,000 0 7,001,790 0 28,107,886

学 生 各 種
活動補助

Ａ（計） 　
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「北星学」で中村副会長が臨時講師をしました。
　５月24日（木）「北星学」に中村千津子後援会副会長が臨時講師として招かれました。「北星学」は大学共通科目の総合講義として前期木曜日の３講目に
開講され、北星学園の歴史や精神を学びます。毎回学園や大学に関係の深い方々を講師としてお呼びしています。

　本学の卒業生でもある中村副会長は、履修者約 300 名を
前に、「絵本が教えてくれたこと〜卒業生から見た北星学
園大学〜」と題し、卒業アルバムの写真をスクリーンに映
しながら、在学当時の大学の様子をお話しくださいました。
また中村副会長は興

こうぜん

膳津
しん

さんというお名前で絵本のよみか
たり活動をされており、その活動についてもお話しいただ
き、「めっきらもっきらどおんどん」「ピリカ、おかあさんへ
の旅」という２冊の絵本をよみきかせしてくださいました。
学生が一緒に声を出したり手拍子する場面もあり、楽しい
雰囲気に包まれました。同窓生として、また後援会役員と
して素敵なお話をしてくださり、学生にとっても印象深く
学びの多い講義となったと思います。講義の様子絵本のよみかたり

パイプオルガンコンサート
「ヨーロッパ大陸のオルガン音楽の300年」開催報告
　５月19日（土）、第 19 代札幌コンサートホール
専属オルガニストのマルタン・グレゴリウス氏をお
招きし、本学チャペルにてパイプオルガンコンサー
トを開催しました。当日は小雨の降る中、約 250 名
の来場者があり、チャペルは満席となりました。
　「ヨーロッパ大陸のオルガン音楽の 300 年」と
題し、スヴェーリンク「大公の舞踏会」、バッハ「前
奏曲　変ホ長調」、「フーガ　変ホ長調」などが演
奏されました。迫力ある壮大な響きや繊細な優し
い音色がチャペルいっぱいに響きわたり、会場は
感動に包まれました。

　今年も 10 月７日（日）・８日（月・祝）の２日間、第
57 回星学祭（大学祭）が本学にて開催されます。
　毎年恒例の模擬店、餅まき、砂金掘り体験、アーティ
ストによるスペシャルライブ、そしてフィナーレを飾る
花火大会の他にも、現在、大学祭実行委員会では新たな
イベントを企画中です。
　星学祭は一般公開されますので、ご家族やご友人の方々
をお誘いあわせの上、ぜひお越しください。なお、詳細
なスケジュールや企画内容については、決まり次第、随
時大学公式ホームページにてご案内いたしますのでご確
認ください。多くの皆様のお越しをお待ちしています。

体育祭を終えて
第 57 回大学祭実行委員会委員長� 北山　凌

　今年度の体育祭は天候に恵
まれ、気持ちのいい青空のも
とで競技を行うことができま
した。今年は、清涼飲料水の
配布・総合優勝得点の簡略化・
優勝トロフィー贈呈など、新
しいことにチャレンジしまし
た。体育祭当日に清涼飲料水
配布を行うことで例年以上に
観戦者が増えたように感じま
した。参加者からも喜びの声
が聞けたので、今後も続けて
いきたいと思います。また、
例年総合優勝に対する盛り上
がりが少なく、重視されていないことが問題としてありました。そこで今年度は、優勝
トロフィーを贈呈することでモチベーションを上げようと試みたところ、総合優勝を目
指しチーム一丸となって競技に参加する姿が見られました。また、総合優勝得点を一勝
につき一ポイントと簡略化し、リアルタイムで掲示することで総合優勝に向けて大きな
盛り上がりを見せることに成功しました。
　10 月には星学祭が行われます。今までの良いところは取り入れつつ、新たなことに挑
戦する企画も考えているので、皆様楽しみにしていてください。

ソフトボールの試合の様子

星学祭のお知らせ
10月７日（日）〜８日（月・祝）

昨年の星学祭（もちまきの様子）

本学同窓会と後援会が後援し、下記のコンサートを開催いたします。
入場は無料です。受付期間はそれぞれ異なりますのでご留意ください。

コンサート・講演会のお知らせコンサートのお知らせ

 ホンヤミカコ　秋のオカリナコンサート
日　時：９月29日（土）14：00〜
場　所：北星学園大学　チャペル
※演奏曲目（予定）　「コンドルは飛んで行く」「小鳥のワルツ」
　　　　　　　　　「ななかまどの秋」　　他

〒004−8631　札幌市厚別区大谷地西２丁目３番１号
北星学園大学  同窓会事務局　（社会連携課内）
ＴＥＬ：011−891−2731（平日  ９：00〜17：00）
E-mail: dousoukai@hokusei.ac.jp

申込み
問合せ

申込
期間

ホンヤミカコ　オカリナコンサート
９月10日（月）〜９月29日（金）

石川祐支＆大平由美子　デュオ・コンサート
11月12日（月）〜11月30日（金）

申込
方法

上記期間内に、「氏名、ふりがな、電話番号、参加希望人数」を明記し、メールまたは本学ホームペー
ジ申込フォームよりお申し込みください。（右記QRコードからアクセスできます。）
定員に達し次第、受付を締め切らせていただきます。
なお、小さなお子様（未就学児）の入場はご遠慮願います。

 石川祐支＆大平由美子 デュオ・コンサート
　 〜Advent（待降節）によせて〜

日　時：12月２日（日）14：00〜
場　所：北星学園大学　チャペル
演　奏：石川祐支（チェロ）、大平由美子（ピアノ）
※演奏曲目（予定）
　エルガー	 愛の挨拶
　バッハ	 羊は安らかに草を食み、主よ、人の望みの喜びよ
　モーツァルト	 トルコ行進曲　　他



北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り 　　第134号　　　　（4）2018年８月１日

　北星学園大学では長期・短期のホストファミリーを募集しております。
　長期ホームステイの場合、受け入れ期間は4月から7月中旬、または9月から12月中旬の各1学
期間（およそ14週）で、一定額の食住費補助をさせていただきます。受け入れていただくのは主
にアメリカとカナダからの留学生です。登録家庭には各学期の前に受入可否の照会をさせていた
だき、留学生とご家庭双方の希望をマッチングした上で受け入れをお願いしています。
　短期ホームステイは学期中に一回、週末にイギリス、カナダ、スペイン、スイス、韓国、台湾、中国、
インドネシアからの留学生を受け入れていただくというものです。こちらはボランティアでの受け入れ
をお願いしています。
　どちらの場合も語学力は必ずしもホストファミリーの条件ではありません。ホームステイは留学生に
とって日本での留学生活の中で最も貴重な経験の一つとなっています。皆様のご家庭でも留学生
を迎えて国際交流をしてみませんか？

留 学 生留 学 生

http://www.hokusei.ac.jp./international/homestay/
問
合
せ
先 E-mail：intlcenter@hokusei.ac.jp

　キャンパス内では夏の暑さにも負けず、活発な学生たちが賑やかに過ごしています。さて、
事務局では今月末からスタートする「地区別父母懇談会」の準備を進めています。多くの
ご父母の皆様と各会場でお会いできることを心より楽しみにしております。
� （後援会事務局（社会連携課）　山下）

募金のご協力に深く感謝申しあげます。� 2018年5月1日から6月30日まで（敬称略）

北星学園大学教育振興寄付金ご芳名

☆大学・短期大学部
（父母・同窓生・一般・理事・教職員）

山岸　美幸　　山田　　健　　荒井　信行　　渡邉　万代
福原　浩美　　影井　雅貴　　大畑　揮義　　石倉　直幸
杉崎　　均　　勝井　隆子　　有馬　陽子　　小村知江子
斉藤やよい　　池田　理恵　　北城　泰典
移住者と連帯する全国ネットワーク　　大山　綱夫　　鹿熊　裕志

寄付

2018 年度
成績優秀者学業奨励生（学籍番号順）

英 文 学 科
1501019
1501033
1501041
1501087
1501133
1601027
1601048
1601057

1601100
1601118
1701041
1701082
1701084
1701097
1701126

心理・応用コミュ
ニケーション学科

1508002
1508023
1508078
1508079
1508091
1608016
1608024
1608043

1608063
1608075
1708003
1708023
1708078
1708082
1708095

経 済 学 科
1503012
1503034
1503039
1503064
1503133
1503163
1503166
1603063
1603068
1603102
1603115

1603125
1603162
1603164
1703018
1703028
1703030
1703058
1703063
1703152
1703171

経 営 情 報 学 科
1504044
1504053
1504080
1504118
1504136
1604037
1604050
1604064

1604067
1604076
1704044
1704048
1704069
1704083
1704110

経 済 法 学 科
1509029
1509053
1509055
1509107
1509121
1609001
1609006
1609011

1609086
1609087
1709022
1709057
1709071
1709111
1709129

福 祉 計 画 学 科
1505008
1505029
1505037
1505045
1505090
1605034
1605040
1605051

1605062
1605088
1705013
1705035
1705042
1705075
1705079

福 祉 臨 床 学 科
1506004
1506012
1506017
1506042
1506099
1606031
1606054
1606058

1606061
1606069
1706006
1706014
1706051
1706074
1706075

福 祉 心 理 学 科
1507036
1507043
1507052
1507053
1507064
1607006
1607007
1607009

1607017
1607043
1707002
1707007
1707041
1707058
1707062

英文学科（短大部）
1771008
1771054
1771079

1771084
1771095
1771123

生活創造学科（短大部）
1772004
1772020
1772025

1772036
1772078

第43回 北星学園大学公開講座
デジタル社会とビジネス・経営　― デジタルとヒューマンの融合 ―テーマ

■開講日程および講義題目（各回開催時間18：20〜19：50）　　■会場　北星学園大学� 後援/札幌市教育委員会
日程 講義内容（演題、講師名）

第１回
９月28日（金）

デジタル時代の経営、生き方、そして生きる意味
小川　　長（尾道市立大学　教授）

第２回
10月 5日（金）

仮想通貨について考える
山口　博教（本学 経済学部 教授）

第３回
10月12日（金）

マーケティング4.0を読み解く～デジタル時代のマーケティングとは？～
西脇　隆二（本学 経済学部 教授）

第４回
10月19日（金）

ヒューマンセンシング技術の研究開発
林　　秀彦（本学 経済学部 教授）

第５回
10月26日（金）

ＩＣＴ（情報通信技術）の進展と国際ビジネス
多田　和美（本学 経済学部 准教授）

第６回
11月 2日（金）

経営者のための情報セキュリティ
佐藤　友暁（本学 経済学部 教授）

　　※スケジュール及びタイトル等は変更になる場合があります。

申込方法
　本学ホームページの申込フォームまたはメールにてお申込みくださ
い。受講料につきましては、各銀行の振込用紙を使用し、金融機関でお
振込みください
■受 講 料／2,000円、在学生1,000円（全期間セット）
■定　　員／200名（定員に達し次第締め切ります）
■申込締切／2018年９月14日（金）
　　　　　　（受講料の振込も締切日までお願いいたします）
■申 込 先／北星学園大学　社会連携課　「大学公開講座」係
　　　　　　〒004−8631　札幌市厚別区大谷地西２丁目３番１号
　　　　　　電話　011−891−2731（代表）
　　　　　　E-mail　renkei@hokusei.ac.jp

※右記QRコードから「申込フォーム」に
アクセスできます。

　今年度もスミス・ミッ
ションセンター（以下
SMC）のボランティア
活動に対し、後援会か
らボランティア保険や交
通費の補助をいただき
ありがとうございます。
SMCでは、2011年４月
に東日本大震災被災地
支援ボランティアを派
遣してから、2017 年度
まで計 14回、のべ 320
名余の学生を派遣しま

した。学生の社会貢献への意識は高く、毎回定員を超える応募がありました。
　震度７を２度経験した熊本地震は、益城町や阿蘇地方に大きな爪痕を
残しました。震災から２年が経ちますが、仮設住宅になお 3,400 世帯が
居住しておられます。SMCでは４度にわたり地元の大学、諸団体の協
力の下、のべ 32 名を派遣しました。活動は瓦礫の撤去、引越しや農業

支援、仮設住宅での傾聴活動、学習支援等です。ボランティア活動は復
興のお手伝いだけでなく、身近に起きるかもしれない災害への防災意識
を涵養する機会です。ボランティア活動を経験した学生たちは北星学園
大学附属高校で防災教室を行い、高い評価を受けています。
　国際ボランティアワークキャンプは、タイ王国パタヤの児童福祉施設バー
ン・ジンジャイを訪ね、１週間にわたり子ども達と交流や奉仕活動などを
行います。また文化交流
を行いタイの文化に触れ
ると共に、自国の文化や
社会について理解を深め
る契機ともなります。今
年で 4回目になりますが
子ども達の笑顔と優しさ
に触れ、生涯忘れがたい
体験をしたという感想が
寄せられています。引き
続きご理解とご支援をよ
ろしくお願いいたします。 習字を習うタイの子ども

熊本地震で学生が亡くなった２階建てアパート

スミス・ミッションセンター  学生ボランティア活動報告
スミス・ミッションセンター部長� 日髙　嘉彦
チャプレン

※上記の学生には成績順位によって１〜５万円の奨励金が給
付されます。


